
2023年春の加美町地元グループとの調査*による記録個体数
＊バードリサーチ⽔⿃通信2023年9⽉号4-5p.

宮城県中央部（県北南縁・仙台圏）と⼭形県・秋⽥県
内陸盆地におけるコハクチョウの2025年春の渡り追跡

〜カウントと個体追跡で雪解け前線を追って〜

平成26年度⾵⼒発電施設に係る渡り⿃・海ワ
シ類の情報整備委託業務報告書(環境省)

今回報告の渡りルート

加美町

平泉秀樹

はじめに：最近わかったガンカモ類重要中継地
宮城県加美町(鳴瀬川上流域)



2023年当時想定していた加美町への⾶来地域と2024春の移動個体

2024春に加美町に出⼊り
C50 1/31加美町⽔⽥→2/9鳴瀬川中流
⽩GPS15A00727 2/28⼤沼→3/15加美町⽔⽥

鳴瀬川
吉⽥川
仙台

北上川
旧北上川
迫川⬅

⬅
2023年の宮城県のハクチョウ類の分布

加美町

2024春に北上（岩⼿県北上川沿いへ）
C18 2/5鳴瀬川下流→2/14北上市

C85 2/11鶴⽥川→2/14⽮⼱町

想定を⽀持する動き
とそうではない動き
の両⽅が得られた。



2023年春の加美町内の移動状況

加美町

A・B間の採⾷⽔⽥では融
雪に伴う上流側への移⾏
も認められるが、まとめ
られた記録なし。

A

B

A
B



主な調査内容

宮城県中部越冬期（〜1⽉中旬）
• ⾸環等装着個体の探索と識別情報の記録

宮城県中部春渡り期（1⽉下旬〜3⽉中旬）
• 加美町地元グループ*への個体識別情報（随時更新）伝達・情報提供依頼
• 主要ねぐらの早朝カウント、加美町⽔⽥の採⾷群の位置・個体数記録
• 並⾏して⾸環等装着個体探索

⼭形県・秋⽥県春渡り期（ 3⽉上旬〜）
• 県外団体*への個体識別情報伝達・情報提供依頼
• 早朝巡回可能範囲のねぐらカウント、それ以外の地域の⽔⽥のまとまった採
⾷群の位置・個体数記録

• 並⾏して⾸環等装着個体探索

＊以下の団体に情報収集に協⼒いただきました。
・加美郡を渡るガン、ハクチョウ類を未来にのこす会（ガンのこ会）
・⽇本野⿃の会⼭形県⽀部 ・⽇本野⿃の会盛岡⽀部
・鶴岡市⾃然学習交流館ほとりあ ・バードリサーチ（標識コハクチョウ名簿）
ロシア、中国ほかの標識・発信器⾸環装着チームにも感謝します。



渡りを追跡できた⾸環標識⿃ ①宮城県の越冬地→加美町→⼭形県

②宮城県の越冬地→加美町

⑤⼭形県県内を北上

③宮城県→岩⼿県(名簿3⽉)

④⼭形県→秋⽥県

2/10 ⼤郷町
吉⽥川

➡
2/24
加美町
鳴瀬川
(ガンのこ
会情報)

➡

3/22 ⼤⽯⽥町
⽥沢⼤堤

C39 C53

➡

1/23 美⾥町
鳴瀬川

2/24 加美町
鳴瀬川

➡
3/7

天童市
(⼭形⽀部

情報)

C62
C68

➡

1/4 美⾥町鳴瀬川 3/15寒河江市⽔⽥

➡

3/2 加美町⽔⽥

1/12
美⾥町
鳴瀬川

(宮城ハ
クチョ

ウ調査)

C57

➡

1/24 加美町
鳴瀬川

C80

2/9 ⼤崎市
鳴瀬川

➡

2/23加美町
鳴瀬川

C18 C86

2/18東松島
町鳴瀬川

➡

1/23美⾥町
鳴瀬川

C05 C97

3/16
東根市⽔⽥

4/6⽻後町
⾜⽥堤

➡
3/18

東根市
⽔⽥
(⼭形
⽀部

情報) 4/1⽻後町
⾜⽥堤

C08 C46

C84 C87 C95 C64
C66

3/15
河北町

➡

3/31
尾花沢市

3/16
村⼭市

➡

3/27
⼤⽯⽥町

3/27
鮎川村

3/2(名簿)
⼭形市

3/18東根市
(⼭形

⽀部情報)
➡

3/15
寒河江市

➡

4/10
尾花沢市

3/22
村⼭市

➡

4/５
尾花沢市

3/22
村⼭市

➡

3/31
鮎川村

C62
C68

⬇



GPS⾸環と嘴のパターンによる個体追跡 ①⽩い発信器+細い固定バンド、Yellowneb (額前嘴⻩⾊)

2/2 仙台市⼤沼付近⽔⽥

➡

2/16 ⼤崎市⽔⽥
（加美町境界付近）

1/21 仙台市⾚沼 1/26,2/2 仙台市⼤沼

➡
3/22 村⼭市
⼤倉溜池72と77

③⽩発信器⾸環、シールに72、Yellowneb、5A01063
3/9
天
童
市

➡

2/4
仙
台
市
広
瀬
川

➡

④褐⾊発信器⾸環、Darky(額前嘴⿊)、⾸環に特徴的なハゲ

1/23美⾥町鳴瀬川 1/28加美町⽔⽥

(⼭形
⽀部

情報)(SNS)

⑤⽩発信器⾸環、シールに76、Yellowneb

⬇

3/27 ⼤⽯⽥町⽔⽥
⬇

4/5 尾花沢市徳良湖

②⽩発信器⾸環
シールに77
Yellowneb

2/19加美町
東部⽔⽥

2/28加美町
⻄部⽔⽥➡ ➡

2/19 ⾊⿇町
ふゆみず⽥

➡ ➡ ➡➡

2/23 加美町
鳴瀬川

2/28加美町
⻄部⽔⽥

3/1加美町
⽥川

(ガンのこ
会情報)

3/2加美町
⼆ツ⽯ダム

2/23 加美町
鳴瀬川

➡

➡

➡

72

今
季
も
仙
台
に
渡
来



⾸環等装着個体の移動１宮城県中央部



➡

宮城県中央部の積雪とねぐら利⽤の推移

sen$nel-2衛星NDSI解析
■積雪 □厚い雲の下

➡ ➡

➡ ➡ ➡

NDSI：Normalized Difference 
Snow Index（正規化積雪指標）

先発隊の渡り？ 降雪で下流へ

雪が溶けた下流
側が移動開始

上川原堰など東
部に集結

越冬期（降雪後）

上流側に移動・
渡り



宮城県加美町の積雪と採⾷利⽤⽔⽥の推移

sen$nel-2衛星NDSI解析
■積雪 □厚い雲の下

⬇

⬇

⬇

⬇

⬇

⬇

東部平野中⼼
少し⻄部にも

⻄部で増加
東部減少

積雪で⻄部減少
東部中⼼に

雪解けで⻄部増加
東部はわずか

さらに上流側へ

さらに上流側へ

先発隊の渡り？



宮城県中央部のねぐら利⽤数と⾸環等装着個体の移動

鳴瀬川
上流

鳴瀬川
中流

鳴瀬川
下流

吉⽥川
上流

吉⽥川
中流

⼤沼

鳴瀬川上流
吉⽥川

鳴瀬川中下流

仙台市⼤沼



まとめ1
• 標識⿃等の移動とねぐら個体数の推移から宮城県中部で越冬
するコハクチョウの過半数は加美町を経由して⼭形県に渡っ
ていくことが確認できた。

• ⾸環標識以外に発信器⾸環と嘴のパターンの組み合わせによ
る追跡も有効だった。

• 鳴瀬川中・下流〜⼤沼からは雪解けを機に加美町へ移動して
いるようで、加美町東部の上川原堰に集結した後に⽔⽥域の
雪解けを追って採⾷地やねぐらを上流側に移動して⾏った。

• 今回の調査でも鳴瀬川下流側や⽀流の吉⽥川で越冬している
コハクチョウの中には岩⼿県の北上川沿いを北上するものが
いることが確認され、移動速度が遅いため雪解けを追った移
動をしていると推測される。

• 仙台市⼤沼からは広瀬川を⻄へ遡って⼭形県に⼊るものが少
数いるのかもしれないが情報不⾜。



⼭形県に⼊ってからどこに⾏くのか？

？

？

？
？

？ ？

⼤沼周辺
2/24

2023年春の
C25の記録

3/8
⼆つ⽯ダム

3/19
最上⽩川ダム

加美町での
主要な尾根
越えコース

最上川

？

？

？

環境省ガンカモ調査
2025/1/15 100⽻★

上池下池 環境省
渡りルート

sen*nel-2衛星NDSI解析
3/12 ■積雪

C39 C53 
C62+C68
⽩GPS72

⼭形⽀部情報
宮城からの標識⿃3/7-9

宮城からの標識⿃情報が
得られるならこの辺と思

われたが情報なし

庄内平野に向かわなかった理由？

融雪始まっていて
越冬群もいたらしい



● 276⽻
⼩台堤

3/15 朝
⼆つ⽯ダム

● 161⽻

🚗

標識⿃探しに⼭形へ 3/15-16の観察⾏

宮城からの標識⿃

3/15⽔⽥1000+
標識⿃なし

庄内あさひ
IC周辺

最上川

⾚川

上池下池
C74(情報)

⽔⽥乾燥
コハクチョウわずか

宮城からの標識⿃なし

？

？

sen*nel-2衛星NDSI解析
3/12 ■積雪

↑
新潟市(越冬)

● 10/22-2/21

● 3/8

⾸環８⾜環２ ●池沼
●河川
●⽔⽥

C53

C62+C68

3/16朝 ⾚川頭⾸⼯ねぐら
2000+標識⿃なし

↑
阿賀野市(越冬?)

● 3/16

C05

C75+C76
↙11/10 吉⽥川

●



⾸環等装着個体の移動２⼭形県村⼭盆地〜新庄盆地

A

B

C

D

E



➡➡ ➡➡➡➡

○ねぐら○⽔⽥

⼭形県村⼭・新庄のねぐら・採⾷⽔⽥利⽤個体数

sen$nel-2衛星NDSI解析
■積雪 □厚い雲の下

⾸環装着個体確認地点 ねぐら・採⾷⽔⽥確認個体数



秋⽥県横⼿盆地の利⽤個体数



秋⽥県横⼿盆地の分布状況

2023 GPS⾸環+⾜環A89 村上市→横⼿市
2024 C64+C66 阿賀野市→ 雄物川町（今回村上市→村⼭・尾花沢・新庄盆地北上）

標識⿃が少なく、他地域との関係に不明な点が多い

➡ ➡ ➡

▲

C05 東根市3/18（←鶴岡越冬）C97 東根市3/18（←福島）

2▲

⽩GPS▲

C90
吉⽥川 10/29
→酒⽥ 11/22

降下加⼊あり
⼭形県から

峠越え⾶来？

この時点で盆地内
アメダス 積雪なし



まとめ２
• 加美町から⼭形県に⼊ったコハクチョウは最上川沿いに⽇本海沿岸に向か
うのではなく、雪の多い尾花沢盆地から村⼭盆地の融雪開始部まで南下し
て、再び尾花沢盆地や新庄盆地に北上していた。

• 宮城越冬の個体ではないが村⼭盆地から秋⽥県横⼿盆地に達したものも
あった。

• 庄内平野から村⼭盆地へ⽉⼭道付近を通って多数が移動している可能性が
ある。

• ⼭形県内陸盆地でもコハクチョウは少し雪の残る⽔⽥域を利⽤しているこ
とが多く、雪解けを追ってねぐらや採⾷場所が移動していた。

• 雪解けが進んでいた横⼿盆地内では標識⿃が少ないこともあってねぐらの
移⾏などは確認できなかった。

• ⼭形県の内陸盆地には新潟県や福島県などからの⾶来も加わっていて9千
⽻以上を確認したが、北側の秋⽥県横⼿盆地でも同時期に1万⽻以上を確
認し、⼀連の内陸盆地は2万⽻以上が中継地とする渡りルートになってい
ることがわかった。


